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表紙

上記事項につきましては、法令及び当社定款第16条の規定に基づき、書面交付

請求をいただいた株主様に対して交付する書面（電子提供措置事項記載書面）

への記載を省略しております。

なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株主の

皆様に電子提供措置事項から上記事項を除いたものを記載した書面を一律でお

送りいたします。

第38回定時株主総会の招集に際しての

電子提供措置事項

●事業報告

「業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況」

●連結計算書類

「連結株主資本等変動計算書」

「連結注記表」

●計算書類

「株主資本等変動計算書」

「個別注記表」

第38期

（2022年４月１日から2023年３月31日まで）

株式会社アールシーコア
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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

⑴ 業務の適正を確保するための体制

　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業

務の適正を確保するための体制の概要は以下の通りであります。

①　取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

イ．法令・定款及び社内規程（以下「法令等」と総称する。）の遵守を徹底するため、総

務担当取締役をコンプライアンスの責任者に任用し、コンプライアンス規程及びコンプ

ライアンスマニュアルを作成するとともに、取締役及び使用人が法令等に違反する行為

を発見した場合の報告体制として構築した内部通報制度を活用しております。

ロ．取締役社長を委員長としコンプライアンス責任者が事務局を管掌するコンプライアン

ス委員会を設置し、法令等の遵守状況を監視するとともに、体制や施策について審議を

行っております。

ハ．当社の部門責任者及び子会社の取締役は、担当部署又は子会社のコンプライアンスマ

ニュアルの実施状況を管理・監督するとともに、コンプライアンス規程に従い、担当部

署又は子会社の使用人に対し、内部通報制度及び通報窓口の周知徹底を図っておりま

す。

ニ．内部通報制度の運用に当たり、リーニエンシー（通報者に対する処分の減免）を採り

入れることにより、当該制度の実効性を高めております。

②　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

イ．職務の執行に係る文書その他の情報につき、文書管理及び営業秘密管理等に関する規

程並びにそれに関連する各管理マニュアルに従い適切に保存及び管理(廃棄を含む。)の

運用を実施し、必要に応じて運用状況の検証、各規程等の見直し等を行っております。

ロ．前項に係る事務は、総務担当取締役の管掌において総務部門が所管し、運用状況の検

証及び各規程等の見直し等の経過について、経営会議に報告いたします。

③　損失の危険の管理に関する規程その他の体制

イ．当社は、取締役社長に直属する部署として、内部監査部門を設置しております。

ロ．内部監査部門は、定期的に業務監査実施項目及び実施方法を検討し、監査実施項目に

漏れがないか否かを確認し、監査方法の改訂を行っております。

ハ．当社は、内部監査部門の監査その他により法令等違反その他の事由に基づき損失の危

険のある業務執行行為が発見された場合、発見された危険の内容及びそれが引き起こす

損失の程度等について直ちに取締役社長を委員長とするリスク管理委員会及び担当部署

に通報する体制を構築しております。

ニ．リスク管理委員会は、取締役及び部門責任者を構成員とし、リスク管理規程の整備及

び運用状況の確認、損失の危険の管理に資する予防措置及び事後処理要領の審議等を行

っております。

④　当社及び子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

イ．当社が重要な意思決定を行うに際し、多面的な検討を経て慎重に決定するため、取締

役等を構成員とする経営会議等、目的に応じた会議体や委員会を組織し、審議を行って

おります。

ロ．当社及び子会社の取締役は、職務権限及び妥当な意思決定ルールを制定し、各々の規
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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

程に基づいて職務を執行しております。

⑤　当社及び子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制

イ．当社は毎月１回程度開催する経営会議において、重要な子会社に対し、経営成績、財

務状況その他重要な事項について、当社への定期的な報告を実施させております。

ロ．経営企画担当取締役は内部監査部門と協力し、子会社におけるリスク情報の有無を半

期又は四半期毎に監査しております。

ハ．当社は、子会社に損失の危険が発生したことを把握した場合には、当該危険の内容、

発生する損失の程度及び当社に対する影響等について、直ちに当社のリスク管理委員会

及び担当部署に報告がなされる体制を構築しております。

ニ．当社と子会社との間における不適切な取引又は会計処理を防止するため、内部監査部

門は子会社との取引等に関する監査を行っております。

⑥　監査等委員会がその職務を補助すべき取締役及び使用人を置くことを求めた場合におけ

る当該取締役及び使用人に関する事項

　監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人は、監査等委員会事務局に所属する

こととしております。

⑦　監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人の他の取締役（監査等委員である取

締役を除く。）からの独立性及び当該補助すべき取締役及び使用人に対する指示の実効性

の確保に関する事項

イ．監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人は、監査等委員会の指揮命令に従

うこととしております。

ロ．監査等委員会の職務を補助すべき使用人の異動及び懲戒等は、事前に監査等委員会の

同意を得るものとしております。

⑧　当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人並びに子会社の取締役、

監査役及び使用人又はこれらの者から報告を受けた者が監査等委員会に報告するための体

制その他の監査等委員会への報告に関する体制

イ．取締役会は、監査等委員会と協議のうえ、当社の取締役（監査等委員である取締役を

除く。）及び使用人並びに子会社の取締役、監査役及び使用人又はこれらの者から報告

を受けた者が監査等委員会に報告すべき事項に関する規程を制定しております。

ロ．当社は、監査等委員会が前項の報告を受けるための体制を整備しております。

⑨　監査等委員会へ報告した者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けない

ことを確保するための体制

　当社及び子会社は、当社の監査等委員会へ報告を行った者に対し、当該報告をしたこと

を理由として不利な取扱いを行うことを禁止しております。

⑩　監査等委員の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）について

生ずる費用の前払又は償還の手続きその他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務

の処理に係る方針に関する事項

　当社は、監査等委員の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）

について生ずる費用等を支弁するため、毎年、一定額の予算を設けております。また、当

社は、監査等委員がその職務の執行について、費用の前払又は支払請求をしたときは、そ

の費用が監査等委員の職務の執行に必要でないことを証明した場合を除き、前払又は支払
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を行っております。

⑪　その他監査等委員の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　監査等委員会は、取締役社長、会計監査人及び重要な子会社の役員とそれぞれ定期的に

意見交換会を開催しております。

⑫　反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方

イ．反社会的勢力とは、取引関係を含め一切の関係を遮断するとともに、不当な要求は断

固として拒絶することをコンプライアンスマニュアルに定め、周知徹底を図っておりま

す。

ロ．反社会的勢力との関係を遮断するための体制の整備は、総務担当取締役の管掌におい

て総務部門が主管し、前項の取組みを組織的に支援するほか、関係遮断プログラムの整

備、外部専門機関との連携等を行うものとします。

⑵ 業務の適正を確保するための体制の運用状況

　当事業年度における業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は次の通りであり

ます。

①　職務の執行の効率性の確保について

　　当社は、取締役会の決議により、重要な業務執行の一部を経営会議又は取締役に委任

し、効率的な意思決定を行っています。取締役会は10回開催し、当社グループの四半期経

営成績が報告されたほか、希望退職者の募集、保有不動産の売却、本社移転、資金借入の

実行等について審議しました。

②　コンプライアンスに関する取り組みについて

　コンプライアンス委員会を開催し、法令等の遵守状況を監視するとともに、体制や施策

について審議しました。また、コンプライアンス規程に従い、使用人に対し、内部通報制

度及び通報窓口の周知徹底を行いました。加えて、内部通報に基づく個別事案につき原因

究明と再発防止策の審議を行い、社内講習会を開催しました。

③　リスク管理体制に関する運用状況について

　　リスク管理委員会を開催し、リスク管理規程の運用状況の確認、リスク管理に資する予

防措置や事後処理要領の審議等を行いました。

④　監査等委員会に関する運用状況について

　監査等委員は、取締役会、経営会議、リスク管理委員会等の重要な会議への出席等を通

じ、取締役及び部門責任者等から業務執行状況の報告を受けるととともに、その意思決定

の過程や内容について監督を行っています。また、取締役社長、会計監査人及び重要な子

会社の役員と定期的に意見交換を行うほか、内部監査部門が行った監査に関する報告を受

けるなど、当社グループ全体で効果的な監査が実行可能な体制を構築しています。
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連結株主資本等変動等計算書

（ 2022年４月１日から
2023年３月31日まで ）

（単位：千円）

株主資本

資本金
資本

剰余金
利益

剰余金
自己
株式

株主資本
合計

2022年４月１日残高 671,858 730,399 1,119,796 △347,661 2,174,392

連結会計年度中の変動額

親会社株主に帰属する当期純損失 － － △1,338,509 － △1,338,509

自己株式の処分 － － － 26,432 26,432

株主資本以外の項目の
連結会計年度中の変動額(純額)

－ － － － －

連結会計年度中の変動額合計 － － △1,338,509 26,432 △1,312,076

2023年３月31日残高 671,858 730,399 △218,712 △321,228 862,316

その他の包括利益
累計額

純資産合計
繰延ヘッジ

損益
その他の包括
利益累計額合計

 2022年４月１日残高 18,361 18,361 2,192,754

連結会計年度中の変動額

親会社株主に帰属する当期純損失 － － △1,338,509

自己株式の処分 － － 26,432

株主資本以外の項目の
連結会計年度中の変動額(純額)

1,059 1,059 1,059

連結会計年度中の変動額合計 1,059 1,059 △1,311,016

2023年３月31日残高 19,421 19,421 881,737

連結株主資本等変動計算書
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連結注記表

連結注記表

１. 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

(1) 連結の範囲に関する事項

① 連結子会社の状況

　連結子会社の数 ３社

　連結子会社の名称 株式会社ＢＥＳＳパートナーズ（以下、ＢＰ社）

株式会社ＢＥＳＳ札幌

株式会社ＢＥＳＳ岐阜

② 非連結子会社の状況

　　主要な非連結子会社の名称 株式会社フェザントタイムシェアマネジメント

株式会社ＲＣビジネスサポート

　非連結子会社の総資産、売上高、当期純損益及び利益剰余金等は、いずれも連結計算書類に重

要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲から除外しております。

(2) 持分法の適用に関する事項

　持分法を適用していない非連結子会社（株式会社フェザントタイムシェアマネジメント他１

社）は、当期純損益及び利益剰余金等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼ

す影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性が無いため、持分法の適用範囲から除外してお

ります。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

　　連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

(4) 会計方針に関する事項

① 重要な資産の評価基準及び評価方法

イ. 有価証券

　その他有価証券

　　 市場価格のない株式等 移動平均法による原価法によっております。

ロ. デリバティブ 時価法によっております。

ハ. 棚卸資産

商品 　主として個別法による原価法（貸借対照表価額については収益

性の低下に基づく簿価切り下げの方法）によっております。

貯蔵品 　主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）によっております。

仕掛販売用不動産 　個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切り下げの方法）によっております。

未成工事支出金 　個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切り下げの方法）によっております。
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連結注記表

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ. 有形固定資産（リース資産を除

く）

　定率法によっております。

　ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設

備は除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設

備・構築物、及び展示場の資産については、定額法によって

おります。

　なお、主な耐用年数は次の通りであります。

　　建物及び構築物　　　　　２～40年

ロ. 無形固定資産（リース資産を除

く）

　定額法によっております。

　なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内にお

ける利用可能期間に基づく定額法によっております。

ハ. リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を

採用しております。

③ 重要な引当金の計上基準

イ. 貸倒引当金 　債権の貸倒による損失に備えるため､一般債権については

貸倒実績率に基づいて計上し、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を検討し回収不能見込額を計上し

ております。

ロ. 賞与引当金 　ＢＰ社は、賞与の支出に備えるため、当連結会計年度末に

おける支給見込額を計上しております。

ハ. 株式給付引当金 　当社は、株式給付規程に基づく従業員への当社株式の給付

に備えるため、当連結会計年度末における株式給付債務の見

込額に基づき計上しております。

ニ. 役員株式給付引当金 　当社は、株式交付規程に基づく役員への当社株式の交付に

備えるため、当連結会計年度末における株式給付債務の見込

額に基づき計上しております。

④ 重要な収益及び費用の計上基準

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用しており、

約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取る

と見込まれる金額で収益を認識しております。
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連結注記表

項目 当連結会計年度

繰延税金資産 610,988千円

⑤ 退職給付に係る会計処理の方法

　当社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給

額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

⑥ 重要な外貨建資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

　当社は、外貨建金銭債権債務については、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換

算差額は損益として処理しております。

⑦ 重要なヘッジ会計の方法

イ. ヘッジ会計の方法 　繰延ヘッジ処理によっております。ただし、特例処理の要
件を満たす金利スワップについては特例処理を採用しており
ます。

ロ. ヘッジ手段とヘッジ対象 ヘッジ手段…為替予約、金利スワップ
　ヘッジ対象…商品・原材料輸入の予定取引、借入金利息

ハ. ヘッジ方針 　当社の内規である「デリバティブ取引管理要領」に基づ
き、外貨建取引（商品・原材料の輸入取引）の為替レート変
動によるリスクをヘッジするため、為替予約契約を締結して
おります。
　また、借入金に係る金利変動リスクをヘッジするため金利
スワップ契約を締結しております。

ニ. ヘッジの有効性評価の方法 　ヘッジ対象のキャッシュ・フロー変動の累計と、ヘッジ手
段のキャッシュ・フロー変動の累計を比較し、ヘッジの有効
性を評価しております。
　ただし、特例処理によっている金利スワップについては、
有効性の評価を省略しております。

⑧ その他連結計算書類作成のための重要な事項
　消費税等の会計処理 税抜方式によっております。

（重要な会計上の見積り）

　会計上の見積りは、連結計算書類作成時に入手可能な情報に基づいて合理的な金額を算出して

おります。当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、

翌年度の連結計算書類に重要な影響を及ぼすリスクがある項目は以下の通りであります。

（繰延税金資産の回収可能性）

（1）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

（2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　繰延税金資産を計上するためには回収可能性の検討が必要なため、収益力に基づく将来の

課税所得の十分性について慎重に見積りを行う必要があります。

　当社では、展示場来場者数の動向も考慮したうえで受注棟数、売上回転率（契約～着工～

引渡しに掛かる工期）、受注単価、想定粗利益率等の項目ごとに仮定を設け将来課税所得の

見積りを行いました。当社グループの過去の業績推移及び足元の経営実績、及び実現が確実

な固定資産の譲渡取引等も反映し、翌連結会計年度における課税所得により解消可能と見込

まれる繰延税金資産を認識しております。

　しかしながら経済環境の先行きは不透明であり、当社が会計上の見積りに使用した仮定ど

おりに進捗しなかった場合には、翌連結会計年度以降の連結計算書類に影響を与える可能性

があります。
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（会計方針の変更）

　　該当事項はありません。

（表示方法の変更）

　　該当事項はありません。

（追加情報）
（財務制限条項）
　当社は、複数の金融機関との間でシンジケーション方式による金銭消費貸借契約を締結してお
りますが、本契約には一定の財務制限条項が付されており、当連結会計年度末の財政状態は当該
条項に抵触しております。
　しかしながら、2023年３月30日付の代官山資産の売却に係る不動産売買契約に基づく売却代金
等の精算が行われたことにより、2023年４月25日をもって財務制限条項に抵触していた借入金全
額を返済し、先の財務制限条項の抵触は解消されました。

（社員向け株式給付信託制度）
　当社は、2017年１月31日開催の取締役会決議により、当社の株価や業績と社員の処遇との連動
性をより高め、経済的な効果を株主の皆様と共有することにより、株価及び業績向上への社員の
意欲や士気を高めるため、社員に対して自社の株式を給付するインセンティブプラン「株式給付
信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」を導入しております。

(1）取引の概要
　本制度は、当社が定めた株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社の社員に対し当社
株式を給付する仕組みです。当社は、社員に対し個人の在籍年数及び貢献度等に応じてポイント
を付与し、株式給付規程に定める一定の条件により受給権を取得したときに当該付与ポイントに
相当する当社株式を給付します。社員に対し給付する株式については、予め信託設定した金銭に
より将来分も含めて取得し、信託財産として分別管理するものとします。

(2）信託に残存する自社の株式
　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産
の部に自己株式として計上しております。当連結会計期間末の当該自己株式の帳簿価額及び株式
数は、141,048千円、130,600株であります。

（役員向け業績連動型株式報酬制度）
　当社は、2017年６月15日開催の取締役会決議により、取締役（監査等委員である取締役、社外
取締役及び海外居住者を除く。以下同じ。）を対象に中長期的な業績向上と企業価値増大への貢
献意識を高めることを目的として、業績連動型株式報酬制度を導入しております。

(1）取引の概要
　本制度は、役員報酬ＢＩＰ（Board Incentive Plan）信託（以下「ＢＩＰ信託」という。）と
称される仕組みを採用します。ＢＩＰ信託とは、欧米の業績連動型株式報酬（Performance 
Share）制度及び譲渡制限付株式報酬（Restricted Stock）と同様に、業績の目標達成度及び役
位に応じて、当社株式及び当社株式の換価処分金相当額の金銭（以下「当社株式等」という。）
を取締役に交付及び給付（以下「交付等」という。）する制度です。本制度は、2021年３月31日
で終了する事業年度から2023年３月31日で終了する事業年度までの３事業年度（以下「対象期
間」という。）（※）を対象として、（a）当社が毎事業年度の最初に公表する当社の決算短信
等において開示される業績の予想値に対する達成度、（b）（中期経営計画の最終事業年度につ
いては（a）に加え）中期経営計画の業績目標に対する達成度及び（c）役位に応じて、退任時に
役員報酬として当社株式等の交付等を行う制度です。
※信託期間の満了時において信託契約の変更及び追加信託を行うことにより、信託期間の延長が
行われた場合には、以降の各３事業年度をそれぞれ対象期間とします。今後も当社取締役に対し
継続的に株式を給付する予定であるため、2020年６月26日開催の取締役会において、2020年８月
末日に終了予定であった信託期間を３年間延長することを決議しております。
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建物 214,961千円
土地 2,343,711千円

計 2,558,673千円

短期借入金 1,559,864千円
一年以内返済予定の長期借入金 776,745千円
長期借入金 180,609千円

計 2,517,219千円

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 1,818,404千円
　　有形固定資産の減損損失累計額 512,506千円

　　住宅購入者のためのつなぎ融資に対する

債務保証
409,538千円

株 式 の 種 類
当連結会計年度

期首の株式数

当連結会計年度

増加株式数

当連結会計年度

減少株式数

当連結会計年度末

の株式数

発 行 済 株 式

　普通株式
4,536,400株 －株 －株 4,536,400株

自 己 株 式

　普通株式
320,320株 50株 24,700株 295,670株

該当事項はありません。

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの

該当事項はありません。

(2）信託に残存する自社の株式
　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産
の部に自己株式として計上しております。当連結会計期間末の当該自己株式の帳簿価額及び株式
数は、179,978千円、164,838株であります。

２. 連結貸借対照表に関する注記
(1) 担保に供している資産

　上記に対する債務

(3) 偶発債務

３. 連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）１. 自己株式の普通株式の増加は、単元未満株式の買取りによる増加50株であります。

２. 自己株式の普通株式の減少は、株式給付信託制度に基づき、退職社員へ当社株式を給付した

ことによる減少24,700株であります。

(2) 剰余金の配当に関する事項

① 配当金支払額等
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４. 金融商品に関する注記

（1）金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取り組み方針

　当社グループは、一時的な余剰資金は安全性の高い金融資産に限定して運用しております。

また、事業計画等に照らして、必要に応じ銀行借入等により資金を調達しております。デリバ

ティブ取引は、リスクヘッジ目的のみに利用しており、投機的な取引は行わない方針でありま

す。

② 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

　営業債権である売掛金及び完成工事未収入金は、顧客の信用リスクに晒されておりますが、

回収までの期間は概ね短期であります。また、担当事業部門において取引相手ごとに期日及び

残高を管理し、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

　営業債務である買掛金及び工事未払金は、そのほとんどが２ヵ月以内の支払期日でありま

す。一部外貨建てのものについては、為替の変動リスクに晒されておりますが、為替予約等を

利用し、リスクヘッジを行っております。

　短期借入金は、営業取引にかかる資金調達であり、原則は取引銀行４行とのコミットメント

ライン契約に基づくものであります。

　未払法人税等は、ほぼ全てが２ヵ月以内に納付期限が到来するものであります。

　長期借入金の償還日は最長で決算日後12年４ヵ月であります。長期借入金は、金利の変動リ

スクに晒されておりますが、金利スワップを利用し、リスクヘッジを行っております。また、

資金調達に係る流動性リスクについては、各部署からの報告に基づき担当部署が適時に資金繰

計画を作成・更新するとともに、手許流動性の維持などにより管理しております。

　デリバティブ取引につきまして、要件を満たすものについてはヘッジ会計を適用しておりま

す。また、取引相手先を高格付けを有する金融機関に限定しているため信用リスクはほとんど

ないと認識しております。デリバティブ取引の執行・管理については、取引権限及び取引限度

額等を定めた管理規定に従い、決裁担当者の承認を得て行っております。なお、ヘッジ会計に

関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジの有効性の評価方法等については、連結

計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等「（４）会計方針に関する事項　

⑦重要なヘッジ会計の方法」をご参照ください。

③ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定におい

ては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用する事により、当該価額が変動

することがあります。
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連結貸借対照表

計上額（千円）

時価

（千円）

差額

（千円）

　長期借入金（１年内返済予定の長期借

入金を含む）
2,305,480 2,308,257 2,777

負債計 2,305,480 2,308,257 2,777

　デリバティブ取引

①ヘッジ会計が適用されていないもの － － －

②ヘッジ会計が適用されているもの 17,842 17,842 －

　デリバティブ取引計 17,842 17,842 －

連結貸借対照表計上額（千円）

非上場株式 20,000

１年以内

（千円）

１年超

５年以内

（千円）

５年超

10年以内

（千円）

10年超

（千円）

　長期借入金（１年内返済予定の長

期借入金を含む）
1,541,363 351,679 296,467 115,971

合計 1,541,363 351,679 296,467 115,971

（2）金融商品の時価等に関する事項

　2023年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の通りで

あります。

（注）１. 金融商品の時価の算定方法

　　　「現金及び預金」、「売掛金及び完成工事未収入金」、「買掛金及び工事未払金」、「短期借入

　　金」、および「未払法人税等」については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するも

　　のであることから、記載を省略しております。

２.市場価格のない株式等については、上表には含めておりません。当該金融商品の連結貸借対

 照表計上額は以下のとおりであります。

３. 長期借入金の連結決算日後の返済予定額
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区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

デリバティブ取引

通貨関連 － 17,842 － 17,842

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金（１年内返済予定

の長期借入金を含む）
－ 2,308,257 － 2,308,257

負債計 － 2,308,257 － 2,308,257

４．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の

３つのレベルに分類しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定し

た時価

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて

算定した時価

レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプッ

トがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類

しております。

（1）時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

（単位：千円）

（2）時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産および金融負債

（単位：千円）

(注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

デリバティブ取引

　店頭取引のデリバティブについては取引金融機関より提示された時価によっており、レベル２

の時価に分類しております。

長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）

　これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基

に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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ヘッジ会計の

方法

デリバティブ

取引の種類等

主な

ヘッジ

対象

契約金額等

時価
当該時価の

算定方法うち１年超

原則的

処理方法

為替予約取引

 買建

　ユーロ

商品・

原材料

輸入の

予定取

引

345,294 121,951 17,842

取引先金融

機関から提

示された価

格等によっ

ておりま

す。

金利スワップ

の特例処理

金利スワップ

取引

　変動受取・

　固定支払

借入金 38,000 － （※）

合計 383,294 121,951 17,842

デリバティブ取引

① ヘッジ会計が適用されていないもの

　　　該当事項はありません。

② ヘッジ会計が適用されているもの

　　　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引について、ヘッジ会計の方法ごとの連結決算

日における契約額又は契約において定められた元本相当額等は、次の通りであります。

（単位：千円）

（※）金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として

処理されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しております。

（上記「負債」参照）
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連結注記表

（単位：千円）

報告セグメント 連結

損益計算書

計上額直販部門 販社部門 ＢＰ社 計

 一時点で移転される財 963,108 3,565,411 409,509 4,938,029 4,938,029

 一定の期間にわたり

 移転される財
3,907,862 505,057 4,588,693 9,001,613 9,001,613

 顧客との契約から

 生じる収益
4,870,970 4,070,469 4,998,202 13,939,642 13,939,642

 その他の収益 － 457 － 457 457

 外部顧客への売上高 4,870,970 4,070,926 4,998,202 13,940,100 13,940,100

当連結会計年度

　顧客との契約から生じた債権 　　　　　　980,372　千円

　契約負債 　　　　　　251,949

５.収益認識に関する注記

　(1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　(2) 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

当社グループの主要な事業はＢＥＳＳ事業であります。事業内容はエンドユーザーを顧客とする

直販部門及びＢＰ社と、全国の地区販社を顧客とする販社部門に区分されます。

直販部門及びＢＰ社の主な事業内容は、ログハウス等の工事請負、宅地の開発・販売、メンテナ

ンス・リフォーム工事の請負等であり、新築工事に関しては、一定の期間にわたり履行義務が充足

すると考えられることから、工事の進捗度を見積り、一定の期間にわたり収益を認識しておりま

す。また、工期の短いメンテナンス工事や宅地・関連商品の販売に関しては、工事の完了又は目的

物の引渡しをもって履行義務が充足することから、一時点で収益を認識しております。

販社部門の主な事業は、ＢＥＳＳブランドと販売システムの提供、ログハウス等の部材販売、そ

の他関連商品の販売等であります。販社部門におけるブランドライセンスの提供等は、一定の期間

にわたり履行義務が充足すると考えられることから、販社基本契約に基づいて収受される金額の発

生に応じて収益を認識しております。また、キット部材等の販売については、納品の完了をもって

履行義務が充足するため、一時点で収益を認識しております。

また、収益は顧客との契約において約束された対価から返品、値引き及び割戻し等を控除した金

額で測定しております。なお取引の対価は履行義務を充足してから1年以内に受領しており、重要

な金融要素は含まれておりません。

　(3) 当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報

契約負債は主に、商品またはサービスの引渡完了前に顧客から受け取った対価であります。

顧客との契約から生じた債権及び契約負債は以下の通りであります。

当連結会計年度に認識された収益のうち、期首現在の契約負債の残高が含まれている金額に重要

性はありません。なお、当連結会計年度において、過去の期間に充足した履行義務から認識した収

益の額には重要性はありません。
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連結注記表

(1)１株当たり純資産額 207円92銭

(2)１株当たり当期純利益 △317円13銭

期首残高

有形固定資産の取得に伴う増加額

242,134千円

59,489千円

時の経過による調整額 1,206千円

資産除去債務の履行による減少額 △111,168千円

期末残高 191,661千円

６．１株当たり情報に関する注記

７. 重要な後発事象に関する注記

　当社は財務体質の強化を目的として、以下の固定資産を2023年４月25日付で譲渡しました。また、

本件譲渡代金を原資とした借入金の返済を同日付にて実行しました。

（1）譲渡資産の内容

　　①資産の名称及び所在地

　　　土地：1,651.96㎡（東京都目黒区青葉台１丁目）

　　　建物：968.29㎡

　　②現況

　　　当社本店・住宅展示場（BESS MAGMA）

　　③譲渡益

　　　当該資産の譲渡に伴い、翌連結会計年度において固定資産売却益4,236百万円を特別利益とし

　　て計上します。

（2）譲渡先の概要

　　当社と譲渡先との間には資本関係、人的関係、取引関係及び関連当事者として特記すべき事項は

　ありません。

（3）譲渡の日程

　　売買契約締結日　　2023年３月30日

　　譲渡資産引渡し日　2023年４月25日

　　譲渡資産明渡し日　2025年４月30日

（4）その他

　　本件譲渡代金を原資として、金融機関からの借入金4,291百万円の返済を2023年４月25日に実行

　しております

　　なお、譲渡資産明渡し日までの約２年間については、従来通り当社本店・BESS MAGMAとして営業

　活動を継続いたします。

８. 資産除去債務に関する注記

　　資産除去債務のうち連結貸借対照表に計上しているもの

（1）当該資産除去債務の概要

　本社等の不動産賃貸契約に伴う原状回復義務等であります。

（2）当該資産除去債務の金額の算定方法

　使用見込期間を取得から主に２～30年と見積り、割引率は0.0％～1.019％を使用して資産除去

債務の金額を計算しております。

（3）当連結会計年度における当該資産除去債務の総額の増減

９. その他の注記

　　記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

（ 2022年４月１日から
2023年３月31日まで ）

（単位：千円）

株主資本

資本
金

資本剰余金 利益剰余金

資本
準備金

その他
資本

剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他

利益

剰余金
利益

剰余金
合計繰越

利益
剰余金

2022年４月１日残高 671,858 730,303 95 730,399 23,280 1,270,452 1,293,732

事業年度中の変動額

当期純損失 － － － － － △1,382,505 △1,382,505

自己株式の処分 － － － － － － －

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額
(純額)

－ － － － － － －

事業年度中の変動額合計 － － － － － △1,382,505 △1,382,505

2023年３月31日残高 671,858 730,303 95 730,399 23,280 △112,053 △88,772

株主資本 評価・換算差額等
純資産
合計自己

株式
株主資本
合計

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等
合計

2022年４月１日残高 △347,661 2,348,328 18,361 18,361 2,366,690

事業年度中の変動額

当期純損失 － △1,382,505 － － △1,382,505

自己株式の処分 26,432 26,432 － － 26,432

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額
(純額)

－ － 1,059 1,059 1,059

事業年度中の変動額合計 26,432 △1,356,072 1,059 1,059 △1,355,013

2023年３月31日残高 △321,228 992,256 19,421 19,421 1,011,677

株主資本等変動計算書

－ 16 －
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個別注記表

(2) 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を

　　除く）

　定率法によっております。ただし、1998年４月１日以降に取

得した建物（建物附属設備は除く）並びに2016年４月１日以降

に取得した建物附属設備・構築物、及び展示場の資産について

は定額法によっております。

　なお、主な耐用年数は以下の通りであります。

　建物　２～40年

② 無形固定資産（リース資産を

　　除く）

　定額法によっております。なお、ソフトウエア（自社利用

分）については、社内における利用可能期間に基づく定額法に

よっております。

個別注記表

１. 重要な会計方針に係る事項

(1) 資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

　　子会社株式 移動平均法による原価法によっております。

　　その他有価証券

　　　市場価格のない株式等 移動平均法による原価法によっております。

② デリバティブ 時価法によっております。

③ 棚卸資産

　商品 　主として個別法による原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）によっております。

　貯蔵品 　主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）によっておりま

す。

　仕掛販売用不動産 　個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切り下げの方法）によっております。

　未成工事支出金 　個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切り下げの方法）によっております。

③ リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採

用しております。
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個別注記表

(3）引当金の計上基準

① 貸倒引当金 　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実

績率に基づいて計上し、貸倒懸念債権等特定の債権については個別

に回収可能性を検討し回収不能見込額を計上しております。

② 退職給付引当金 　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における自己都合

退職による期末要支給額を計上しております。

③ 株式給付引当金 　株式給付規程に基づく従業員への当社株式の給付に備えるため、

当事業年度末における株式給付債務の見込額に基づき計上しており

ます。

④ 役員株式給付引当金 　株式交付規程に基づく役員への当社株式の交付に備えるため、当

事業年度末における株式給付債務の見込額に基づき計上しておりま

す。

(4）収益及び費用の計上基準

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用しており、約

束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見

込まれる金額で収益を認識しております。

(5) ヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法 　繰延ヘッジ処理によっております｡ただし､特例処理の要件を

満たす金利スワップについては特例処理を採用しております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象 ヘッジ手段…為替予約、金利スワップ

　ヘッジ対象…商品・原材料輸入の予定取引、借入金利息

③ ヘッジ方針 　当社の内規である「デリバティブ取引管理要領」に基づき､ 

外貨建取引(商品・原材料の輸入取引)の為替レート変動による

リスクをヘッジするため、為替予約契約を締結しております。

　また、借入金に係る金利変動リスクをヘッジするため金利ス

ワップ契約を締結しております。

④ ヘッジ有効性評価の方法 　ヘッジ対象のキャッシュ・フロー変動の累計と、ヘッジ手段

のキャッシュ・フロー変動の累計を比較し、ヘッジの有効性を

評価しております。

　ただし、特例処理によっている金利スワップについては、有

効性の評価を省略しております。

(6) その他計算書類作成のための基本となる事項

　消費税等の会計処理 税抜方式によっております。
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個別注記表

項目 当事業年度

繰延税金資産 610,988千円

項目 当事業年度

貸倒引当金（流動資産） 630,105千円

貸倒引当金（固定資産） 215,729千円

（重要な会計上の見積り）

　会計上の見積りは、計算書類作成時に入手可能な情報に基づいて合理的な金額を算出しており

ます。当事業年度の計算書類に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌事業年度の

計算書類に重要な影響を及ぼすリスクがある項目は以下の通りであります。

　（繰延税金資産の回収可能性）

（1）当事業年度の計算書類に計上した金額

（2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　連結注記表「重要な会計上の見積り」に同一の内容を記載しておりますので、注記を省略し

ております。

　（金銭債権の回収可能性）

（1）当事業年度の計算書類に計上した金額

（2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　この会計上の見積りは、当社の保有する金銭債権等の回収可能性について貸倒実績率及び

個別案件ごとの検討を行なっております。その結果、業績不振が継続している一部の取引先

法人において実質的に債務超過に陥っている状況であると認められたこと、及び子会社にお

いて債務超過が継続していることから、該当する貸倒懸念債権について個別に貸倒引当金を

計上するとともに、それらを反映した貸倒実績率により一般債権に係る貸倒引当金を計上し

ております。

　なお、個別引当先の法人に対する金銭債権の減少、子会社における債務超過額の減少又は

増加の状況が、翌事業年度の計算書類に影響を及ぼします。

（会計方針の変更）

　　該当事項はありません。

（表示方法の変更）

　　該当事項はありません。

（追加情報）
　（財務制限条項）
　（社員向け株式給付信託制度）

　（役員向け業績連動型株式報酬制度）

　上記３項目の追加情報につきましては、連結注記表「追加情報」に同一の内容を記載しており

ますので、注記を省略しております。
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個別注記表

建物 214,961千円

土地 2,343,711千円

計 2,558,673千円

短期借入金 1,559,864千円

一年以内返済予定の長期借入金 748,892千円

長期借入金 145,583千円

計 2,454,341千円

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 1,547,590千円

　　有形固定資産の減損損失累計額 440,387千円

　　株式会社ＢＥＳＳパートナーズにおける

金融機関からの借入れ及びリース取引に

対する債務保証

117,444千円

　　住宅購入者のためのつなぎ融資に対する

債務保証
409,538千円

① 短期金銭債権 564,545千円

② 長期金銭債権 200,000千円

③　短期金銭債務 56,810千円

④　長期金銭債務 10,000千円

6,754千円

２. 貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産

　上記に対する債務

(3) 偶発債務

(4) 関係会社に対する金銭債権、債務は次の通りであります。

(5) 取締役及び執行役との間の取引による取締役及び執行役に対する金銭債務の総額
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個別注記表

　　売上高 1,915,711千円

　　仕入高 242,821千円

　　販売費及び一般管理費 100,159千円

（繰延税金資産）

　　　未払事業税否認 2,112千円

建物償却超過額 18,714千円

長期未払金否認 50,862千円

関係会社株式 146,437千円

未払賞与否認 24,177千円

貸倒引当金否認 258,994千円

退職給付引当金否認 19,727千円

株式給付引当金 56,744千円

資産除去債務 50,087千円

前受金否認 12,396千円

棚卸資産評価損否認 20,229千円

固定資産減損損失否認 190,425千円

税務上の繰越欠損金 457,402千円

その他 91,885千円

小計 1,400,198千円

評価性引当額 △755,306千円

繰延税金資産合計 644,892千円

（繰延税金負債）

繰延ヘッジ損益 8,571千円

資産除去債務に対応する除去費用 16,427千円

株式給付信託口費用 8,905千円

繰延税金負債合計 33,903千円

繰延税金資産の純額 610,988千円

３. 損益計算書に関する注記

関係会社との取引高は次の通りであります。

営業取引による取引高

４. 株主資本等変動計算書に関する注記

　当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

　　普通株式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　295,670株

５. 税効果会計に関する注記

　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

６. 収益認識に関する注記

　　　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結注記表「5．収益認識に

関する注記」に同一の内容を記載しておりますので、注記を省略しております。
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個別注記表

種 類 会 社 等 の 名 称

議 決 権 等
の 所 有
( 被 所 有 )
割 合 ( ％ )

関 連 当 事 者
と の 関 係

取 引 の 内 容
取引金額
( 千 円 )

科 目
期末残高
( 千 円 )

子会社
㈱ＢＥＳＳ

パートナーズ

 所有

　直接　100.0

BESS販社基本契約

商品の販売

商品の販売

ﾛｲﾔﾘﾃｨの受取等（注１）

資金の貸付（注２）

展示場賃料

債務保証（注３）

1,229,733

265,402

540,000

89,381

117,444

売掛金

その他　　

流動資産

関係会社　

長期貸付金

171,502

340,000

200,000

子会社 ㈱ＢＥＳＳ札幌
 所有
　間接　100.0

BESS販社基本契約

商品の販売

商品の販売

ﾛｲﾔﾘﾃｨの受取等（注１）

191,161

43,715
売掛金 22,489

子会社 ㈱ＢＥＳＳ岐阜
 所有
　間接　100.0

BESS販社基本契約

商品の販売

商品の販売

ﾛｲﾔﾘﾃｨの受取等（注１）

149,374

36,324
売掛金 25,009

(1) １株当たり純資産額 238円56銭

(2) １株当たり当期純損失 △327円55銭

期首残高

有形固定資産の取得に伴う増加額

214,187千円

59,489千円

時の経過による調整額 1,069千円

資産除去債務の履行による減少額 △111,168千円

期末残高 163,577千円

７. 関連当事者との取引に関する注記

　子会社等

（注） １. 価格その他の取引条件は、BESS販社基本契約に基づき他の販社と同様の条件で取引し

ております。

２. 貸付利息については、市場金利を勘案し利率を合理的に決定しております。

３. 金融機関からの借入れ及びリース取引に対して債務保証を行っているものでありま

す。

８. １株当たり情報に関する注記

９. 重要な後発事象に関する注記

　連結注記表「重要な後発事象」に同一の内容を記載しておりますので、注記を省略しております。

10. 資産除去債務に関する注記

資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの

（1）当該資産除去債務の概要

本社等の不動産賃貸契約に伴う原状回復義務等であります。

（2）当該資産除去債務の金額の算定方法

　使用見込期間を取得から２～30年と見積もり、割引率は0.0％～1.019％を使用して資産除去債

務の金額を計算しております。

（3）当事業年度における当該資産除去債務の総額の増減

11. その他の注記

記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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